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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあばいただをましてまことにありがとラございます。 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損善を未然に防ざ、製おを安全に正し<使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害が損書の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


参説明文中の r お願い J 事項は、本機を誤りな<正し<お使いいただくための巧容び記載されています。 


A 危険 （DANGER 

\ 

) 

1★ガソリン使用禁止1 ^ 

ガソリ ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだ 

が量の混入でち、火災の原因になります。 

/ザソリクツ 

) (§) 

ガソリン禁止 


0 d ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容でず。 


この絵表示は、「注意」していただく内容でず。 

〇运© 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


A 危険 (danger) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 
死じ、重傷を負ラ危険、または火災の危険び差し迫 
って生じることび想定される内容を示しています。 

么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 
死亡、重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性び想 
定される内曾を示しています。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 
傷害を負ラ可能性や物的損害の発生げ想定される 
内容を示しています。 


么警告 （ WARNING ) 


みジレー吿厳禁！ 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、 
ストーブの前面や温風のあたるところに放置し 
ないでください。 

熱で宙の圧力が上がり、爆発し、危険です。 



0 

禁止 


★換気ぶ t 要 


換気せずに使用しつづけないで<ださい。酸 
素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素 
などび発生して中毒になるおそれびあります。 
使用中は必ず1時間に]〜2回 （1 〜2分)換 
気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結、地下室など)撰気び充分におこな 
えない場所では、 

使用しないで< 

ださい。 



爲 

換気 


お使いになる前に 








ち全のために必ずお守りください 



告 ( WARNING ) 


[★温風吹出口をふさびない J 

巧類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
がないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 



0 


I ★寝るとを消火 I 

寝るとさや外出ずるとをは、必ず消火し、火び 
消えていることを確認してください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 


★巧類の乾燥厳禁1 


衣類などの乾燥には使用しないでください。 
落下したあ類に乂びつさ、义災の原因になりま 



0 


r ★可燃性ガス使用厳禁 I 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが 
発生するちの(ガソリン、ベンジン、シンナ ー )、 
スプレーを使用しないで < ださい。 

乂災ゃ故障の原因になります。 



0 

使用禁止 


意 （ CAUTION ) 


★方すン、可藏疯を接禁止 1 「★給油時疆灾 I 



カーテンや燃文やすいおののそばなどでは使用 
しないで < ださい。 

毛布やみとんなどを近くに置かないでください。 
火災び発生するおそれびあります。 



0 


給油は、必ず消火して、本体温度び充分下がっ 
てれら、 火の気のないところでおこなって<だ 
さい。 

义災のおそれびあります。 



〇 









温風に直接長時間あたったり、ス I -ーブの前に 
長時間い続けないでください。低温やけどや脱 
水症状になるおそれびありまず。 

温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびありまず。 

0 

禁止 


★イオン運転時の風を長時間、 

体(こあてなし、__ 

吹出口からの風を長時間、体にあてないでくだ 
さい。 

風により健康を害ずることびありまず。 

特に乳幼児、お年寄り、ご病気の方にはごま意 
<ださい。 

0 

禁止 



I ★ほこりの除去1 

給気フィルターやフアンフィルターは、週]回 
政上必ず掃除してくださし、。 

ごみ、ほこりなどで給気フィルターやフアンフ 
ィルターびつまると、異常燃焼のおそれびあ0 




〇 


【給気フイルター) 


〔フアンフイルター） 


1* 移動•運搬ずるときのミ主意1 

ストーブはひさず5ないでください。床面、じ 
ゅ5たんなどを傷つけた0、本体底面の塗料び 
はびれて、さびの原因になるおそれびあ0ます。 
ストーブを移動する時は、必ず消火し、油タン 
クを抜いて傾けないよラに静かに移動してくだ 
さい。 

油が漏れたり、火災になるおそれびありまず。 
修理-引越しなどス I -ーブを運搬される時は、 
必ず油タンク、油受けざ5の打油 
娜いてください。 •論 

灯油びこぼれ周囲を制おそれび WV 

あります。 ^5^ 


み異常時使用禁 止 I 

におい、ずすの発生、炎の色など異常を感じた 
とさは使巧しないで < ださい。 

運転スイッチ对甲して「切」にしてくだごい。 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 

使用禁止 


•万ーストーブから火び出たり、床などに火び 
ついたとさは、あわてずに消火器で消乂して 
ください。 


_* 龍誦喔お 

給油は、がず火の気のないところ 
でおこなつて < ださい。 

火災のおそれびあ0ます。 


0 


I ★油漏り確副 

給油□口金は確実に締他てください。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確 
かめて < ださい。 yiw 

給油□□をを獅に齡た^^ AB 
りずると、簡単に給油 □□ f 
金ががれて、乂災のおそれ J 相 II な 

びあります。 


油が漏れる状態で使用しないで< ださい。 
火災のおそれびあります。 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 







安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


巧 P 届部接触霉 J お 

燃焼中や消火直後は、高温部、遍風吹出口に手 
などふれないでください。 

やけどのおそれびあ0まず。 


[古指で異哟查みれな岛 

ルーバー(遍風吹出口）やストープ内部に指や異 
物を入れないでください。 

けびや火災のおそれびあります。 



接触禁止 



i ★分解修理•改造の禁止1 

故障、破損した5、使用しないで ィで 

くださぃ。 CQ 

スト-ブは絶対に改造して使用し、ジ 
ないでください。 分解禁止 

不完全な修理や改造は危険です。 


0 


★電源コードを傷あなし、 ■ 

電源コードに無理な力を加えた0、 
傷付けたり束ねたり、物をのせた 
り加工しないでください。 

また、電源プラグをおくとをは、 
コードを持って引舌振かないで< 
ださい。 

電源コードび破損し、火災や感電 
の原因になります。 


[★電源プラグは確実に差し&む] 

電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込んでください。 ■墨 

I また、 傷んだプラグやゆるんだ\ ス y 

コンセントは使用しないでくだ } 旨示 

さい。 

\乂がの原因にな0まず。 / 

めれた手での抜さ差しはしないで 
ください。 

感電の原因になります。 


電をに達賣 I 

イオンユニットは、放電時に高電 
圧び発生しまず。電極に不用意に 
さわらないで <ださい。 

感電のおそれびありまず。 

掃除•点検•手入れをするとさは、 
必ず電源プラグをコンセントから 
抜いておこなって < ださい。 


A 

感電ま意 


bt 保管時に G てい后だ < こと 


長期間使用しないとさ、または保 
管するとをは、おず灯油を振さ電 
源プラグをコンセントから破いて 
ください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管 
しないで < ださし、。 

抜を取れなかつた口油び漏れたり、 
乂災のおそれびあります。 


電源プラグを抜く 


〇 


確認 


長期間使用しないとさは電源プラ 
グをコンセントか6振いて<ださ 

乂災や予想しない事故の原因とな電源プラグを掠く 
ります。 


賴颗 巧 

とさどをは電源プラグを披を、ほこり（及び金属物)を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になりまず< 


〇 


4 








女 ！ i 様 辯寄りの ご麵こ 


★腰をかけたり物をのせない 


お子様やお年寄り、体のご不自由 
な方びお使いになる場含は、やけ 
どや、部屋の換気などについて、 
周圓の人が巧分に;主意して < ださ 
レ。 


★廃棄ずるとさ 


〇 


ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしないで 
<ださい。 

ス I -ーブの故障や、やけどのおそれびあ 0 ます。 
ス I -ーブの上に花びんや、水を入れた 
ちのなどを置かないで<ださい。 Pv ) 

水びかかると漏電や故障のおそれがあ 
ります。 禁止 


ス I -ーブを廃棄処分ずるとをは、必ず油タンク、油受けざら内の灯油を振さ取ってくだ 
さい。牌ぺ-ジ参照） 

灯油び入ったまま廃棄ずると IJ ヴイクルの際思わめ事故び発生するおそれびありまず。 示 

I ★次の場所では-便届になり] 

乂災や予想でさない事故や故障の原因にな0まず。 V y 

が串ちない場所 r 示妄是な房戸斤) _ _ . _ . 使用禁止 

• 傾斜した場所ゃ振動の激しいところでは、使 (風のあたる榻巧、部屋の出入 □ ( 屋夕が 
用しないでください。 •風のあたるところでは使用しないでください。 

巧震自動消火装置び誤作動することびありまず。炎び出て危険です。掃除機の排気にを注意し 
• しっかりしたじよラぶな床画で使用してくだ てください。 

さい。 •部屋の出入口など人の通るところ、人びぶつ 

•不安定な台上で使巧しないでください。転落 かった D つまずく攝所で使用すると、転倒し 

ずるおそれがあり危険です。 て事故や火災び起さるおそれびあります。 

(暖炉などストーブが固われる場所^ I 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使 
い方をしないでください。 

火災の原因になります。 


、ほこりや湿気の多い場所;） 

•空気を取り入れるフィルターび目づまり状態 
になり、異萬過熱や異常燃焼を起こし、事故 
になる危険性びあ0ます。 

可燃性ガスの堯生する鳥所、1 
、きを I またまる場所 j 

• 爆発や火災の原因になります。 

j 豆室 • 飼育室な玄入のいなし、琴新) 

•予測でさない事故び発生するおそれびあります。 



(不安定な物をのせた棚などをで:） 

• 落下物により火災び起さるおそれがあります。 

11射日光のあたる場所。 

J 豆度®尋い璋巧 __ J 

• 異常燃焼を起こずおそれびあります。 

•油タンクの CF 油びあふれ出て火災のおそれび 
あります。 


意 （ CAUTION) 


お使 S になる前に 







安全のために必ずお守りください 



意に AUTION) 


み次の場所可か睾里 U ない J 

火がや予想でさない事故や故障の原因になりまず。 

f 理-美容院、クリ—ニング店を芝) 产 _ 

L 是プレーや_化学薬品を使う場戸 i し j C 高地り sootT 

•理•美容院、メツキ、塗装工場、電子部品組立エ •酸素濃度び薄 L 

場、繊維関係工場などでは使用しないでください。 バ 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、鏡、 / 

ガラスなどを傷める原因とな0ます。 

•石洒フアンヒーターで暖房する部屋ではシ I 」コー 113001 

ンを配含した枝毛用コート液やへアート U - トメ 
ント(枝毛用）は点火ミスや、途中消火など故障の *8 日日〜13日日 rrn 

原因にな0ますので使用しないで<ださい。 売店までお問 L 

I ★可燃物"(木量 7®：^ 古まなど)とあ距韶を誦す 

•ス I ブ上方の棚などとの距離は必ず1 m 政 t 

上あけてください。 \ 1~ 

• 上方の棚などからの落下物びないよラにして \ 

ぐ/さし''。 

•特に、力ーテンなどびストーブにふれないよ 
うにしてください。 ^レ^^^^ 

•家具などか5は充分な距離をとってください。〜〜〜 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） ^ 


0 

使用禁止 


高地 （ ISOOmlU 上の榻巧）） 

>酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 


• 8日日〜13日日 m では調整び必要でずので販 
売店までお問い合わせください。 



〇 




願い （ NOTICE) 


★シリコーン配含製品を使用しない] 

•ストーブ(石油フアンヒーター)で暖房ずる部屋では、シリコーン配含製品(ムース.クリーム•液 
体スプレーなどの枝毛用ヘアート U — 卜>(ント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しな 
いでください。点火ミス.途中消火などの故障の原因になりまず。 

円 r 巧油の廃轰 

参灯油の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった販売店にご相談<ださい。 


使用ずる場所 


全効果的に偉用するた:め因 

•温風の循環を巧げるをのびない攝所に設置してください。 
•外気に接する窓の下や壁面に設置ずると効果的でず。 









各部のなまえ 

(jm^ 


タンクふた 取っ手 



フアンフイルター 
(温風用空気取入口) 



□金開閉具 


お使いになる前に 












各部のなまス 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意味 


マイナスイオンランプ 


点灯マイナスイオン運転中 



マイナスイオンボタン 

押すとマイナスイオン運転 
になりまず。 

21ページ参照 


温葺•時計表示 

デジタル表示部の表示内容を示します。 


デジタル表示部 


設定温度ま巧温度 

' 口： 

設定温度室の温度 


■ミ届度表示 

設定温度…目む〜28でまで 
設定温度を選択でさます。 
室内温度…日む〜3213まで 
表のします。 

■現在時刻表示 
現在の時効を表示しまず。 


封 

、 ■，ハ ノ r , 


設定温度ま巧温度 


f ■、ノ 、 

いつ 
へ心 

N - へ ノ 

設定溫度室巧逼度 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します< 
タイマー運転終了時には、 

「夕化-」を表示しまず。 


■給油に関する残り燃焼時間 

残り時間を表おします。 

※油切れ時は--」を表 
巧しふ9 0 



13時間燃焼終了時の表示 
3认 - 」を表示します。 


設定温度室巧温度 


■故障•異常によ0自動消火 
したときの表お(エラー^) 

C — ご自己診斷機能により、故障時 

設定溫度室内温度 ' 。〜と - y を表 
巧しま9。 


8 


















9 


r 、 •nc 

JLIL ゾ羞 ' J 

設定溫度ま巧溫度 


■クリーニング燃 I 焼表示 

〔 LC - L 己 33 E のみ〕 


チャイルドラ:/プ 

点灯 ■’’’ チャイルドロック作動中 
消な…チャイルド□ック解除 


_給油ラ:/2_ 

占巧 

•油タンクび空になって消火する1日分前に点灯と同 
時にブヴーび鳴 D 、 給油の必要を予告します。 

点滅(運転中） 

♦時間延長（給油延長）ボタンを押すと点滅し、給油 
延長 （ L 巳 - L 423 E は最大約目0分、 LC - L 已 33 E は 
最大約目日分延長)運転中を表示します。 

点滅(運乾停止） 

♦油びなくなり自動消火しました。 

(5 秒間ブザーび鳴ります） 

13ぺージ参照 


タイマーランプ 

点な 

♦タイマー運転待機中 
♦タイマー■運転中の1時間 
参タイマー運乾終了時 

(ミト!,- 表示中） 


運転スイッチ 

•一度押すと 「入—」 

♦をラー度巧ずと「切且」 
になります。 

点滅 . 予熱中 

点む . 運転中 

消な . 消乂 

16、19、2日、の、23ページ参照 


消臭ランプ_ 

♦点な… 

消臭点火に設定されています。 

'基臭機能作動中。 

16ページ参照 


セーブランプ 

点灯’’’セーブ運転中 


/時刻をわせが^ン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 
♦室温設定の塌合 
設定温度をお好みの温度にずるこ 
とびできます。 

C 3 あるいは (2) のボタンを押し 
て含ねせてください。 

♦時刻設定の場合 
〇あるいは E > のボタンを巧し 
て合わせて < ださい。 

1日、18、19ページ参照 


セーブポタン 

セーブ運転の設定’解除を 
おこないます。 

18ページ参照 


運 

♦燃焼中に押したとをから、再度3時間 
の燃焼継続び可能にな0まず。 

22ぺージ 
参照 

巧 

♦タイマー燃焼か6、通常運転に切〇替 

2日ぺージ 

えるときに押します。 

参照 

4 

♦給油延長運転をするとをに押します。 

13ぺージ 



参照 

運 

査津 

•消臭点火をずるとをに押します。 

16ぺージ 

♦消臭点火を解除するとをに巧します。 

参照 

1 ^ 


ノ 



お使いになる前に 















お使いになる前の準備 


製品と同徊品を取り出します 


•包装箱からすべての徊包材を取り陳さ、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してくださし、。 

同時に取扱説明書と口金開閉具を取り出してください。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」を参照して 
<ださし、。 

♦包装箱や捆包材は保管するとさにご利用ください。 





好油について 


® 燃料はな油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

货変質な油、不純な油は、絶対に使用しないでください。 



1 ★ガソリン使用禁止 1 


A 危険 

ガソ1」ンなど揮発性の高し、油は、絶対に 

使用しないでください。少量の混入でも、娘'':护.顯 bJ \Sy 

b 

乂災の原因にな0ます。 



•変質打油(持ち越した灯油など)、不純打油（灯油政 
外の油•水-ごみび混入した巧油など）は、絶対に 
使用しないでください。 

異常燃焼や故障の原因にな0まず。 

•助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

货な油の保管のしかた 

•灯油はおず火気、 

雨水、ごみ、局;晶 
および直射曰光を 
避けた塌所に保管 
して < ださい。 

♦灯油容器内のな油 
がかないと温度変 
化により結露して 
水びたまることびあります。 





♦灯油の容器は専用のをれいな容器を使巧してくださ 
し、。また口油容器は必ず J I S 認定品で色つきの口 
細専用容器を使巧してください。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント1 


指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます 
(火の気のない巧でおこなってください） 


〇な油 X ガソリン 



濡れたままです。 ずぐ乾いてしまレます 。I 


良い保管 


直射曰光、雨水び当た 
らず、火気のない冷暗 
所へ保管 



圆 


悪い保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室が 
の保管 






















変質紅油とは 


不純灯油とは 


♦ちい灯油。（ひと夏持ち越し 
た灯油） 

♦長期間、日光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管したな 
油。 


古い口油は 
使わないで 


巡 


•特に容器のふたび開けてあつ ~ 

たり、乳白色の容器で保管し 
た灯油は変質しやすい。 V 、/ 

変質のひどいをのは黄色日まを 使曲域止 

おびた0、ずつぱいにおいび 
しまず。 

変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持ち越さない 
よ弓にしてぐださい。 


♦丹油な外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでお攝入した灯油。 


•水やごみび混 
入した灯油。 


の油 LU がの 
油、水、ごみを 
入れないで 



0 

使用禁止 


変質な油-不純'な油の見分けかた 


コツプに水を入れ、次にな油を入れて 
背後に白い紙をあてまず。 


水と同じ無色透明なら正常。 


少しでち色びついていたら 
使用しない。 




0 

使用禁止 


►変質'な油や不純な油の見分け 
かたはたいへん難しいので、 
—カーのはつを 0しない口 
油は使用しないでください。 


® 変質'な油や不純な油を使用ず 
ると 


® 万一変質な油や不純'な油を使 
つたとをの処置のしかた 


♦変質灯油や不純灯油を使用しますと、バ 
ーナ ーに 多量の タールびたまり、 点乂し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいびしたりします。 

♦水の還入した灯油を使用しますと、炎び 
小さくなり火び消えてしまいます。又、 
油タンクに'灯油び残っているのに、「給油 
ランプ」び r 点な」することびありまず。 


油タンク、油受け、油受けざら内の悪い 
灯油を振を取り、良質の阿油で内部を2 
〜3回洗ってか5ご使用ください。 

巧、 28ページ参照） 

悪い打油を振き取ってを効果のないとさ 
は、販売店までお問いをわせください。 


-お願い- 

変質な油や不純な油び原因でアフターサービスを依頼されたと去は、保証期間中でを有料修理となり 
も^ 0 


お使いになる前に 








使いになる前の準備 


給)由のしかた 


A 注意 


給油は、必ず消乂して、本体温度び充分下びってから火の気のない 
ところでおこなってください。 

乂災のおそれびあ0ます。 


〇 

消乂 


1油タンクを取り出ず。 

2給油□口金を左「〇」へ回して取 
りはずず。 


附属品の「口金開閉具」を使用しますと、む 
油で手を巧さないで給油□□金の開閉びで 
をます。 


3給油ずる。 

巿販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび6給油してください。 

(ホースが振けないよラに注意しなびら給油し 
て < ださい。） 

♦巧油は油量計の上部(ち図給油位置)まで給 
油して < ださい。 

入れ過ぎますと、あふれ出ることびあ0ます 
ので充分注意して給油してください。 

4給油□口金を締める。 

給油□口金をち「广っ」に回して確実に締めてく 
ださい。 

•こぼれた打油はよく拭き取ってください。 



女給油□□金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
りまず。また、違った給油□□金を取り付け 
ますと油び出な< な0まず。 



.指-黯!陸の給油ロロ金] 




5油漏れのないことを確認ずる。 

給油□口金を下にして油漏れのないことを確認 
してから、ストーブに正しく静かにセットしま 
す。 

★油び漏れる状態で使用しないでください。火 
災のおそれびあります。 



己 












-運転スイッチ 


★給油しませんと、2分ごとにフザーび r ピッピッ」と鳴ります。約10分後に r 給油ランスが「点測し、 
「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示び G 3 とな0自動消火します。 

2給油延長運輯をするとを 

油タンクの灯油がかなくなり r 撒由ランプ」び r 点な」した！5、巧「時間延長(給油延長)ボタン J を押し 
ますと、給油延長運転をして LC - L 423 E は最大約90分間、 LC - L 己 33 E は最大約目0分間の燃焼継続 
をします。 

r 総由ランスび「点滅」し、 r デジタル表示部」の残り燃焼時間表示(分)び変わりまず。 

♦1_ C - L が 3 E は約90分拟巧、 LC - L 已 33 E は約目〇分似内に、運転スイッチを押して消火してか5給 
油して < ださい。 

★給油しませんと、 LC - L 423 E は約9日分後、 LC - L 己 33 E は約6日分撥に、「給油ランプ」が「点滅」し、 
「デジタル表示部」の残り燃焼時間表おがのとなり自動消义しまず。 


参運転スイッチを押して消乂してから、給油してください。 


1油タンクのな油が少なくなると、「総由ランプ」び r 点な」し、ブザー 
が「ピッピッ」と連続して鳴り、「デジタル表示部」に残り燃焼時間(分) 
c ： D を表示しまず。 


デジタル表示部 


-時間延長ボタン 
-給油ランプ 


♦ r 時間延長(給油延長)ボタン」を押すと、時間延長(燃焼)わ同時にセツトされまず。 
(22 ぺージ「ミ自〔忌れ消乂装置を偉[而を]参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係なく最ル燃焼（「微弱」または r ミニ」）運転をします。 


_給油の目ま（給油延長運転) 


油タンクの灯油が空になってを、油受けざらの巧油を燃焼させて、 LC - L 423 E は最大約日日分 、 LO 
に 33 E は最大約目0分の延長燃焼びでをまず。 




★ストーブを持ち運ぶとさは必ず消火をし、本体温度び充分下びって 
から、電源プラグをコンセントか6振いて、袖タンクを取り出して、 
ス I -ーブを傾けないよ5静かに運んで<ださい。丹油びこぼれて火 
災になるおそれびあります。 


〇 


時間延長 


さげる•あげる 


セ—ブ 


タイマ 


チヤイルド□ツク 


る前に 


お使いに 











お使いになる前の準備 


_ 点乂前の準備 _ 

1水平の確認をする。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

♦ストーブを傾いた状態で使用しまずと、対震自動消火装置び誤作動ずることがあります。また、転 
倒しやす<、異常燃焼の原因にな0ます。 

2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 
AC 100 V ) に確実に差し込む。 

♦ r ピッ」と音びします。 ■ 

時計 

•「デジタル表示部」に r ノ（一」表示び r 点な」し 
ます。 

^-お願い 

★電源プラグを、絶対に、2日日ボルトのコンセントに差し 
込まないでください。感電•火災-故障の原因になりま 
す。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、 

電源プラグが過熱し、熱変形することびありまず。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

お部屋のコンセント电必ず修理してください。 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因になります。 

★他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家庭の安全器 
(ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい。 


★電源プラグをおくとをは、電源コードを引っ張っておか 
ないでください。断線、発熱、発火の原因になりまず。 


★熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、変色 
したり、そ0返ることびあ0ますので熱に強いマットな 
どを敷いて < ださい。 






3 現在時刻を設定しまず。 



r 時計」表示 デジタル表示部 


di 現在時刻が午後7時10分の場台 
①〇または E ) のボタンを一度巧す。 

「ピッ」と音びして「時計」表示び「点滅」します。 

屋)デジタル表示を見なが5 C 3 のボタンを押して 
巧に含わせる。 

( D デジタル表示を見なが！5 のボタンを巧して 

! 0 に含わせる。 


温度 

口 

■ 

時計 

設定湿度室内温度 



♦ C 3- E > のボタンは、一度巧ずごとに1時間または1分間ずつ進みまず。押し続けますと連続的 
に進みます。 

♦時刻含わせをずる場合は、 「時計」 表示び r 点滅」 している間 (10 被間)に IS * のどちらかのボタ 
ンを巧して < ださい。 

時刻含ねせびできなかった場合は、もう一度 C 3 または E ) のボタンを巧してやり直してください。 


( Dr 時計」表示が、 r 点ミ威」から r 点 I 用に変わり、設定が完了しまず。 

/-お願い- 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりずる場含は、コンセントを一度抜い 
て、をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでも直6ないときはお買いまめ 
の販売店までお問い合わせください。 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを掠いて再通電 
した場合、デジタル表示はち図のよラに表示され、 「時計 J 表示び r 点!):了」 し 
ますので、現在の時刻を設定してください。（但し、電源プラグを抜いて 
ち、時計•温度記憶機能で約30分間は、現在時刻を記憶しています。） 


湿度 

口 

■ 

時計 

設定温度室内温度 



1*11 力謹固 

♦時計表示中に、已分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消讯して、電力の消費 
をおさえまず。 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチ及びマイナスイオンボタンが外のどれかのボタン 
を押すと表示します。運転スイッチを押すと点义動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 




使いかた 


■ 


チャイルドロック タイマ 


点义（通常運転) 


I 婚 © I 

セーブ I さげる•あ I ろ占 —J 


「温度」表示 


チヤイルドロック タイマー セーブ I さげる•あ時間延長 

〇 〇 〇 

〔透憂) I ■应 srrf — を与 


入-/^-— "V •■•切 


( D 運転スイッチ 


投ちさ8虽巧 SS 设お ^ 


- I --ここ^-消臭ランプ 

デジタル表示部 I -給油ランプ 

※最初の設をは、消臭点火モードに設定してありますので、最初から「消臭ランプ」び「点好」します。 

「消臭点火」は、点火までの時間を LC - L 423 E は約1日日秒、 LOL 日 33 E は約 2] 日砂にして、予熱を充分 
におこない、点火時のにおいをかなくする点火方法です。 

①「運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

♦「ピッ」と音びして r 運転スイッチ」び r 点滅」します。 

♦「温度」表示び「点打」し、デジタル表示部に i 受お温度と室内温度を表示しまず。 


■ 


油タンクに'な油があるのに r 給ミ由ランプ_!び r 点な」又は r 点滅」している場創ま、油受けを取り出し、ご 
みや水を捨てな油で洗浄して<ださい。（巧ページ参照） 


( DLC - L 423 E は約150秒後、 LC - I _ 日 33 E は約210秒後に自動的に点火 
し、「運転スイッチ」が r 点な」に変わります。 

•バイパワ-運転 〔 LC - L 423 E のみ〕 

運転中に室内温度び低下し(約1日で政下)、設定温度との差び約5む政上になると、数分間、通常の 
最大暖房出力を約1日％アップさせて自動運転します。 

L ★消真点み解] i お岛 

♦ r 運輯スイッチ」が r 刷の時に r 消臭点火ボタン J を押すと、 r 消臭ランスび「消灯」して消臭点火モードが 
解除され、点火までの時間び短くなります。 （ LC - L 423 E は約9日砂、 LC - L 己 33 E は約]日日砂） 

室内温度び6むしの^の場含は、点火までの時間び、 LC - L 423 E は約1日日砂、 LC - に 33 E は約21日秒の 
ままです。 

r -お願い-^ 

★初めて運転するときや、製品を移動させたり、激しい振動び加え5れたあとに運転ずるとき、白煙 
(灯油の蒸気)や臭気び出ることびあります。これは、移動、振動によりパ’ーナー(燃焼部)内に落ちた 
余分な油び蒸発することによるちので、一度点乂し、余分なミ由びなくなれば白煙や臭気はなくなり 
ます。この様な場含は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど、 ） 換気をおこなってください。 
★点乂時にバーナー(燃焼部)内で、「ボッ」と言ラ音や r ゴーゴー」と言ラ音びしまず。これは点火を確 
実にするためで異常ではありません。 

★点火時にはかしにおいびあります。 

★燃焼中「チッチッチッ」と言ラよラな音びずることびありますび、電磁ポンプの音です。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火媛3時間で自動消火をします。燃焼を継続する場 
含は消火する前に c ^ r 時間延長ボタン」对甲してください。 

詳しくは22ページを参照してください。 





炎のげ態 


★ストーブを使用するとをは、正常に燃焼して 
いるか、燃焼確認窓から炎の:}犬態を必ず罐認 
して < ださい。 





ここに表示した状態は r 強燃焼」の状態でず) 


使用禁止 


圈 


青炎燃焼で炎の先端に多少 
黄炎がはいる。 

炎の伸びや、燃焼音びかさ 
し、。 


巧 


•炎び黄色く燃焼音び大さし、。 

•炎が高 < 伸び、炎全体げ黄 
を。 

•「ピー」と言うような異常音 
がする。 

• 燃焼用空気びをすざる。 

• 燃焼用空気不足。 

•燃焼 U ングの取付け不良。 
•ク□スマットの浮を上り。 

•販売店にご相談ください。 

•給気フィルターを掃除する。 
•販売店にご相談ください。 

ノ 


室温の調節（運転中にしかでをません） 


♦設定:温度にコント□-ルするために、自動的に r 強」(最大)•忡」•「弱」•「微弱」•「ミニ」慮ル)運転を 
く 0返しまず。 

♦設定温度は日で〜28ご、室温表示は日で〜32でまで表示しまず。 














使いかた 



セーブ運転は設定温度よりを室温び約3で上昇しますと r 消火」して無駄な牆房を抑えます。 

セーブ運転を解除していない状態で運転したとさに、室温び設定温度より3で iU 上高い場合は、運転 
ランプは「点な」しますび運転はしません。 

また、室温び設定温度まで下びりまずと、自動的に再点火させまず。 

( Dr セーブボタン」を押します。 

♦ r セーブランプ」び r 点灯」してセツトされまず。 

★解除する場含は再度「セーブボタン」を押してください。 


セーブ 運転 


♦温度設定をずる場合は r 温尉 表示び r 点滅」 している間(約1 日 秒間）に 〇 ■ 区） ボタンのどち5かを 
巧して < ださい。 

設定できなかった場含はをラー度押して、やり直してください。 

•一度漏度設定しまずと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、 r 消火 J 後再運転ずる場 
合、同一設定温度になります。 

-お願い- 

★室温び約18で];(下では r 微弱」 または rs 二 J 燃焼しないことびありまず。 

女温度調節は対流用ファンの空気取入口付近の遍度を感知しておこないますので、ストーブの位置や 
部屋の大ささによって、必ずしち、.「デジタル表示部」の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


① W または区> ボタンを一度押ず。 

♦「ピッ」と音びして「温剧表示び、「点滅」します。 

屋)温度を上げるとさ。 

♦デジタル表示を見なびのボタンを押ず。 

( D 温度を下げるとさ。 

♦デジタル表示を見なが 6 C 3 のボタンを巧ず。 








タイマ"—運転のしかた (タィマ- を使用して暖房を始めたいとき)_ 

★タイマー運転をする場含は、15ぺージロ 現在時刻 を設定し寺す1に従って、時刻含わせをしてか5で 
ないと運転でさません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部にし5,- od び表示されまず。 



■タイマー点火時刻は、5分おきにしか設定できません。 

このス I ブのタイマー運転は、フアジーコント□—ルでお部屋の大きさとその時の室温により、自 
動的に点火時刻を決定し、設定の時刻には、お部屋を暖かくしておをます。 

通常、タイマー運転設定時刻の0分から25分前に運転を開始します。 


CS 1 午前目時 30 分に設定したし化き 
① r タイマーボタン」を押す。 

•このとをデジタル表示部の表示び「バー」表示に変わり、「タイマー 
ランプ」 び 「点滅」しまず。 

( D デジタル表示を見なが 5 C 3 のボタンを巧して 
5にをわせる。 

( S ) デジタル表示を見ながら区;)のボタンを巧して 
30 に合わせる。 


温度 

口 

■ 

時計 



設定湿度室内活度 


•レ d - E ) のボタンは、一度押ずごとに1時間または日分間ずつ進みまず。巧し続けますと連続的 
に進みます。 

♦時刻合わせをする場合は、デジタル表示部のタイマー時刻び r 点減」 している間(約1日砂間）に C 3 • 
E ) のどちらかのボタンを押して < ださい。 

•設定できなかった場含は、ちラー度 r タイマーポタン」 を押してやり直してください。 


( 4 ) デジタル表示部のタイマー時刻び「点滅」している間に、「運転スイッ 
チ」を押して r 入」にずる。 

♦約1日秒ほど経過すると「タイマーランプ」び r 点な」し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセット 
が完了します。 










使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、「タイマーボタン」を巧して 
デジタル表示部のタイマー時刻の r 点滅」中(約1日秒間）に、 r 運転スイッチ」を r 入」にするだけで同一 
時刻で設定び完了します。 

★ r 運転スイッチ」を押して、「運転スイッ刊び r 点滅」しているときに r タイマーボタン」を押ずと「タイ 
マーランプ」び r 点な」し、セットび完了します。 

★タイマー運転時刻を変更する場含は前記と同手順でおこなってください。 


_ タイマー運転の解除のしかた _ 

タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たい場含。 

1 r 運転スイッチ」を押して r 切」にずる。一〔タイマー運転の解除〕 

2 r 運転スイッチ」を再度押して r 入」にする。一〔通常運転開始〕 


タイマー運転の注意事項 


★タイマー運転をした場合点火後約 1 時間後に自動的に消乂し、 「タイマーランプ」 び r 点灯」 し、デジ 
タル表示部の 「 ；;- レ」 表示び r 点な」 して、他のランプはをて r 消な」 します。 

連続運転するときは、タイマー運輯の点乂時より1時間攻內に r 時間延長ボタン」を押してくだをし、。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、撰気せずに燃焼すると、空気不足で危険となるたゆで、手を触れ 
ない場合は、自動的に消火します。 

♦残り燃焼時間び10分になると 「デジタル表示部」 にぶ . g と表示し、2分毎にブザー（「ピ ー 

音」）でお知5せします。 

★通常運転中に r タイマーボタン」 を 押ず と 、 r 消火」 して 「タイマー運転! の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点火しまず。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

女タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消乂時に 「タイマーボタン」 を巧すと、1日秒 
間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ス I -ープを揺5して巧震自動消乂装置び作動したとき、 
電源プラグを抜いたと定は点火しません。 

この場をは、再度 15 ぺージ r 3 ~搞 "在時刻 香語 走し 卖が を読んで、時刻合わせからおこなってく 
ださい。 


公 








I 燃焼中にマイナ本イ_才^運転させ _ るとき j 
① le ページ[:点乂(通常運転) I に従って操作ずる。 

愛 r マイナスイオンボタン」を押します。 

•「ピツ」と音びして r マイナスイオンランスび r 点な」し、マイナスイオン運転びはじまります。 

I マイナスイオン単独運転さはるとき I 


マイナスイオン単独運転は r 運乾スイッチ」 の r 入 jr 切」 にかかわ5ず r マイナスイオンボタン」 を押して 
いただくだけでマイナスイオン運転をおこなラことびでをます。 

ストーブを燃焼しないとをでちお使いになれます。 


① r マイナスイオンボタン」を押しまず。 

♦「ピツ」と音びして「マイナスイオンランプ」び r 点な」し、マイナスイオン運転と同時に対流用ファン 
がまわりはじめまず。 


マイナスイオン運転の停止のしかた 


I 燃焼中にマイナみイオン運転を停をさせるとを j 
① r マイナスイオンポタン」を巧しまず。 

♦ r ピッ」と音がして r マイナスイオンランプ」び r 消灯」し、マイナスイオン運転が停止します。 

なお、燃焼はそのまま継続されまず。 

ストープを停止させるとさは益ページに従って操作してください。 

マイナスイす女畢独產転を停止さち若と奇 
① r マイナスイオンボタン」を巧します。 

♦「ピッ」と音がして r マイナスイオンランプ」び「消口」し、マイナスイオン運転と対流用ファンが停止 
しぶ9 〇 

4 


マイナスイオン運転のしかた 


A を意 


マイナスイオン運転中は電極に高電圧び発生していまず。 
電極に不用意にさわ6ないで<ださい。 

感電のおそれびありまず。 


A 

感電ま意 


お願し、. 


★チャイルドロックを 「セット」 しているとさは、 「マイナスイオンボタン」 を押すことがでさません。 
23ぺージ I チ瓦■ド己 U / クを使いむ、 を]に従って、チャイルド□ックを解除してからあらためて 
操作をして < ださい。 


使いかた 








使いかた 


消乂のしかた 



デジタル表示部 


① r 運転スイッチ」を巧して r 切」にずる。 

•このときデジタル表示部は現在の時到を表示し、 r 消臭ランスび r 点測して、消臭機能の作動を表 
9。 

女 LC - L 己 33 E は消火時に「ジーッ」といラ音びしまずび、これは消乂時の臭気を取る吸臭ポンプび作 
動するためで、異常ではありません。 

•消火後、 LC - L 423 E は約日0砂間、 LC - L 日 33 E は約15日砂間、対流用ファンは回転し続けます。 
その機宜動的に停止します。 

r -お願い-^ 

★消火操作をしたとさは「運転スイッチ J の「消な」とバーナー内の火び消えることを確認してください。 
★消乂時にはバーナー(燃焼部)内で r ボッ」と言ラ音や r ゴーゴー」と言ラ音びします。これは消火を確 
実にするためで異常ではあ0ません。 

★消火後、対流巧ファンが止まるまで、電源プラグをコンセントか5扳かないでください。音が出た 
り、がび出ることびあ0ます。 

★点火してすぐに消火操作をしたとを、きつい舅気び発生ずることびあります。点乂禮約2日分はでき 
るだけ消火しないで < ださい。 

★緊急のとをを除いて、消火は必ず r 運転スイッチ J を使巧してください。 

★長期間留守にずるとをは、必ず蕾源プラグをコンセントか5おいてください。 


消义後再点乂するとをの注意 _ 

女消义後すぐに再点乂すると、異常音が出ることがありますので、しばらく（約10分)待ってか5再点火し 
て < ださい。 

★ス I -- ブび暖かいうちに再点火操作をした時のず熱時間は、 LC - L 423 E は約40砂、 LC - に 33 E は約日日 
砂です。 

消し忘れ消乂装置の使いかた 

★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点义してか6 3時間 燃焼が継続 
すると、「デジタル表示部」に3化-を表示して、自動的に消火します。 

♦残りの燃焼時間び、10分になると「デジタル表示酬に数字で,' な . 3 • • . ?と表 
术します。 

•この間、2分毎にブザー （ r ピー」音)でお知6せします。 

〇消乂ずる前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

•その時点から再度3時間の燃焼継続び巧能になりまず。 

♦自動消火した場含は、 r 運転 スイッチ j を巧し直してください。 

公 



設定湿度き巧温度 


:曰時 

/皿わ f 、 

n m 

a I * I 

陪計 _ へ -" J 

設定温度室内温度 







クリーニング燃焼表示 [ LC - L 533 E のみ] 


★ク U —ニング燃焼はバーナー内の汚れを除去するための燃焼です。 

♦強燃焼で約2時間じ LL の連続運転をしますと、デジタル表示部に區這3を表示し 
て自動的に弱燃焼によるク U —ニング燃焼を約日分間おこないます。その後自動 
的にちとの燃焼状態にをど0まず。 


温度 

口 

口 

時計 



設定温度室巧湿度 


換気注意表示の見方 


★閉め切った部屋などで長時間運転をずると r 換気ランプ」 び r 点減」 しブヴー（「ピ 
ッ」音）び日砂間鳴って運転を停止し、 「デジタル表示部」 に r パ を表示び 「点 
ミ 威」 しまず。 

「換気ランプ」 にたよらず、1時間に ] 〜2回は必ず部屋の換気をしてください。 


溫度 

口 

口 

時計 



設定湿度 
換気 


室內溫度 
〇 

給油 


チャイルド□ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを巧してわ点火しないよ 
ラにしたいとさに使巧します。 



ヤイルド□ツクの機能 


1運転中にチャイルド□ックを r セット」したとき。 

♦r 運転スイツチ」 で r 消义」 のみびでさまず。 

♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2消乂中にチャイルド□ックを r セット J したとき。 

♦すべての操作びでをません。 


チャイルド□ックの使用は 、 CFT チャイルド□ックボタン」 を3秒が上押すことで、 「セット」 又は 
r ち军除」 がでをます。 

「セット」…「チャイルドランスび「点灯」。 
r 辭蹄」…區固「チャイルドランプ」び r 消灯」。 








安全装置 

女まを装置が作動するのは何らかの異常があるときですから、下記の処置をしてを正常にならないときは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度 r 運転スイッチ」を r 切 J にしてから再び巧し直して r 入 J にすることをいいます。 


( まを装置名 

はた5を 

処 ■ 1 

巧震自動 
消火装置 

•運転中にストーブ本体び地震(震度約日な上)や 
強い振動、衝擊を受けたとを、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

♦地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
独のあふれなど、異常がない 
ことを確認した後、再点火し 
て < ださい。 


不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によりパ 
ーナー部への空気の供給び不足したとを不完全 
燃焼による危険を防止するをのであり、自動的 
に燃焼を停止します。 


♦作動した場合は、給気フィル 
ターの掃除をし、部屋の撰気 
をしてか6再点乂して<ださ 
い。 

(26 ぺージ参照） 


この装置は、 
のちのであ t 
な空気を補を 

あくまでも不完全燃焼によるを険ぞ防止するため 
)、使用中は必ず1時間に1〜2回換気して、新鮮 
旨してください。 


点乂巧全 
装 置 

•点乂ヒーターの赤熱不足や、バーナーヴーミス 
夕の不良による点火不良。 

♦点火ヒーター•電臟ポンプ•燃焼用送風機などの 
故障により点乂しないとさに、運転を停止しま 
す。 

♦点火ヒーターの故障が原因で 
運転を停止したとさはバーナ 
一底のクロスマツトにな油び 
しみこんでいまず。 

完全に乾燥させてから、ご使 
用ください。 

(販売店にご相談ください） 

停電まを 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを披<などして電源 
び切れたとさは、白動的に運転を停止します。 
再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場含、タイマー 
運転は解除されます。 

•巧点乂操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設定をやり直しまず。 

(1 日、18、19ページ参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとき、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

•再点火操作をしまず。 

過熱防止 
装 置 

•巧流用フアンモーターの故障軒異常燃焼などの 
原因でストーブび異常過熱したとを、火災など 
の危険を防ぐために燃焼を停止しまず。 

♦フアンフイルターのほこりを 
取り除いてか6、再点乂操作 
をします。 

に目ぺージ参照） 

消し忘れ 
消火装置 

V 

•消し忘れによる危険を防止するた姐に、点火し 
てから3時間、燃焼び継続すると自動的に燃焼 
を停止しまず。 

•消火する前に「時間延長ボタ 
ン」を巧す。 

♦消火した場含は、再点乂操作 
をしまず。 

(のぺ-ジ参照） 






周囲の可燃物 


油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


>ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにして < ださい。 



— ほこ__ 

♦ストーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固< しぼった霜れ雑巾などでふさ取 
って < ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のをとですし、スト 
ーブのいたみを早めます。 


♦万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび 
生じているとさは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏処置をし、油漏れがなくなったことを 
確認してから点火操作をしてください。 


1由漏げ 
、確認 ノ 



屋台に 
油にじみは 
あ D ませんか。 


♦油タンクの給ミ由口 □金の弁部などに、ごみがは 
さまつている場含びありますので取0除いてく 
ださい。 〜. 



★点検•手入れをずるとさは、おずス I ブを消火し、電源プラグをコンセントか日抜いて、本体温 
度が巧分下がってからおこなってください。やけどや感電をするおそれがありまず。 

★部品に触るとをや、内部を掃除するとをは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってくだ 
さい。 

★本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


日常の点検•手入れ 


長期間ご使用になりますと、機器の点検がが要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お質い上げ店、又は 
修理資格を〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 (TEL 03- 349日- 2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者(石 
油機器挽牺管理±)など〕のいる店、当社ま店.営業所などに点検依頼されることをおずずめしまず。 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回程度) 


点検-手入れ 


点横•手入れ•アフターサービス 











点横-手入れ 


1週間に1回1;1上 


__給気 フィルタ ーの掃除__ 

♦本体側面にある給気フィルターに、ごみやほこりび目づまりしますと、燃焼用の空気量が減って不完全 
燃焼の原因になります。 

給気フイルターに付いているほこりを、電気掃隙機などで吸い取ってください。 


-お願い- 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れび取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてか6ご使用ください。 
★取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になりまず。） 



_フアンフイルターの 掃除 


♦本体背面にあるフアンフイルターにごみやほこりび目づまりします 
と、温風用空気量び減って過熱防止装置びはた6いて消火します。 
フアンが停止していることを確認してか6フアンフイルターに付い 
ているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 



-お願い- 

★電源 プラグをコンセントから抜いておこなってください。 
★フアンフィルターのミちれびひどい場合は、フアンフィルターの 
止めねじ （2 本)をはずし、フアンフィルターをはずして、掃除 
をして < ださい。 

女は ずしたフアンフィルターは、必ず元どおりに組み付けてくだ 
さい。けがをします。 

★フアンフィ ルターの掃除をしてち燃焼び停止ずるよラであれば、 
那ページに記載してあります対流用フアンの掃除ちおこなって 
<ださい。 










♦燃焼中にス I -ーブをゆすって、自動的に消火ずるかを点検してください。 

♦自動的に消火しまずと、 r デジタル表示部」に臣こ!)を表示します。 

公 


対震自動消乂装置 


油受けの掃除 


1箇月に1回上 


__ フアンフイルターの取 り付 けかたとま意 

>フアン フィルター下側の突起を、ス I -ーブ背面の角巧に入れ、対流 
用 フアンの コードを フアン フイルターの凹部を通してからみたをし 
て < ださい。 



ルーパ’一の掃除(必ず手袋をはめておこなってください）_ 

♦ルーバーが巧れたり、ほこりび付着した蠕合は、電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などでふき取っ 
て< ださい。 

/-お願い-^ 

女このとを必ずストープを消火し、ルーバーび冷えてからおこなってくださし、。 

やけどをするおそれびあります。 


点檢•手入れ•アフタ—ヴービス 










点検-手入れ 


1シーズンに1〜2回な上 


-お願い- 

女対流巧ファンにごみやほこりび多量に付着しまずと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはた6 
いて消乂します。 

対流用ファンのごみやほこりを、電気掃除機で暇い取って取り隙いてください。 

女ストーブを消乂し、電源プラグをコンセントから振いて、ス I -ーブの温度び充分に下びってか6お 
こなって < ださい。 


_ 到 ミ荒里フアンの掃除（必ず手袋をはめておこな 三て くださし、) 

02目ページ 「~フ~アン フイ/レター を掃除 1 を参照して、フアンフイルターをはずしてください。 


( D 対流用フアンに付着したごみやほこりを、電気掃除機で吸い取つ 
て < ださい 

また、見える箇所だけでよろしいですか6、本体内部のほこりを 
取0除いて < ださい。 


( 3 ) 元どおり組み立ててください。 


® immmii 川り川り 



油タンク、油受けざ5の掃除 


•油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポ 
ンプ等で油タンクや油受けざ5内の水やごみ 
を取り除いて < ださい。 



電源プラグ、コンセント 


♦電源プラグ、コンセントにほこ0やちれびたまると乂災の原因にな 
ることがあ0まず。 

電源プラグをコンセントか5抜いて、付着したほこりや巧れを取り 
除いて < ださい。 



公 






故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


安全装置び作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障■異常の原因び表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示ずるとさや運転しないとをは、お買いずめの販売店へご連絡ください。 


=> 

今 

今 

今 

=> 

=> 

=> 

=> 

=> 


今 

— 




異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 


{ 処置方法 1 

♦しばらく待ってから再点义操作をしてください。 
♦フアンフィルター、ルーバ ー 、巧流用フアンの掃除 
をして < ださい。 

(26、27、28ぺージ参照） 

♦ス1ブの周囲の障害物を取日除いてください。 

•運転スイッチを一度 r 切 J にしてから現在時刻■タイ 
マー点义時刻-室温設定をして<ださい。 

♦霞源プラグなど電源をご確認ください。 

•電気系統の故障です。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示 J などをご連絡ください。 

♦惶理びが要でず。お買いボめの販売店または別紙の 
お客様相談を口一賀まで、「デジタル表示」などをご 
連結ください。 

♦しばらく待ってか5泻点义操作をしてください。 
♦お買い求めの販売店または別紙のお客様相談おロー 
廣まで、「デジタル表示 J などをご連給ください。 

♦ストーブげ傾いていないか確認してから、再点乂操 
作をしてください。 

♦給気フィルター、油受けの掃除をして<ださい。 

(26、27ぺージ参照） 

♦修理び必要でず。お買いホめの販売店または別紙の 
お客様相談窓□一慶まで、「デジタル表示 J などをご 
連結ください。 

♦ストーブの周固の階害物を取り除いて<ださい。 

♦電気系統の故障です。お買いホめの販売店または別 
紙のお客様相談窓□一質まで r デジタル表示」などを 
ご連絡 < ださい。 

♦給気フィルター、ミ由受けの掃除をして<ださし、。 

(2 目、27ベージ参照） 

♦修理び必要でず。お買いボめの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一覧まで、「デジタル表示」などをご 
連結くださし、。 

♦運転スイッチを r 切 J にして、チャイルドロックを解 
除してください。 （23 ページ参照） 

♦運転スイッチを r 切 J にして、タイマー点义時刻を設 
定して< だ立い。 （19 ページ替1.則 

♦窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 
ら再点义操作をして < ださい。 

•なミ由を給油してか6再点义操作をして <ださい。 

♦再点义操作をして < ださい。 

♦再点义操作をしてください。 

♦操作部のいずれかのボタンを押してください。 

\ J 


デジタル表示 

点な(点 a ) の意味 1 

•パ • 

•過熱防止装置が作動しました。 ： 

F-D 

♦停耍消义後雷源げ入りました。 ！ 

E - / 

♦ルームサ ー S スタが断線しました。 ！ 

•ご-'' 

•パーナーが予熱不足でず。 

参バーナーサー5スタび断線しました。 

♦点义ヒーターが断線しました。 


♦消义をずぐに再点火操作しました。 

♦点义おを装置が作動しました。 

F ■こ， 

•地巧により消义しました。 

♦本体を傾けたり、強い}反動、衝磐びちえ5 : 
れ消义しました。 

E-B 

•不完を燃焼防止装置び作動しました。 

E -1 

♦室温げ33でむ上になりました。 

E-B 

♦燃焼用ブ□アモーターが停止しました。 

E-El 

♦点义巧全装置が作動しました。 

trco ^ 

♦チャイルド□ック中に運旣スイッチを r 入 J 
にしました。 

•タイマー点义時刻が設定されていません。 

! (—表ち点滅 

換気ランプ 

♦す完を燃焼防止漠置が作動しました。 

給油ランプ 

♦油切れで消乂しました。 

Ihir 

タイマーランプ 

♦タイマー運転が終了しました。 

zlhir 

♦消し忘れ消火皆置にて消火しました。 

を消な 

♦省電力機能が作動しました。 （15 ページ参照） 


点検•手入れ•アフタ—ヴービス 












故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


処置方法 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込む 

停電復帰後、再点火操 
作をずる 


再点乂操作をずる 


油タンクと油受け内の 
水を取り陈< 

巿販の給油ポンプで水 
混入の灯油をすっかり 
巧く 




フイルターを 掃除す る 


〇 〇 


1 

I 

i 

I 

I 


灯油を入れる 

こぼれた!0油をされい 
にふきとる 

部屋の充分な換気をず 
る 

不良'灯油を良費のな油 
に入れかえる 
販売店にご相談くださ 
い 

操作部のいずれかのボ 
タンを押してください。 
(15 ぺージ参照） 

正しい給油□□金を取 
付けて < ださい。 

り2ページ参照） 


規象 


原因 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

停電した 

巧麗自動消火装置び作 
動した 

油黄けにかが入った 


油受けざ6にかが入つ 
ている 

給気フィルターの目づ 
ま0 

油タンクに灯油びない 

灯油が油タンクの出し 
入れでこぼれた 

換気不良 

な油の費が悪い、変質 
灯油、巧れた油や、ポ 
リ容器で1年間持ちこ 
した灯油などを使った 

省電力機能が作動しま 
した 


給油ロロ金び間違って 
し、る 


r 表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 


故障かなと思ったとさに 


運 

転 

ス 

斗 

、ツ 

チ 

が 

点 

し 

な 

い 

占 

/I ハ 

乂 

し 

な 

い 

巧 

し、 

鼓 

気 

が 

出 

て 

と 

ま 

る 

炎 

が 

大 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

义 

で 

ち 

を 

る 

給 

油 

ン 

プ 

が 

点 

滅 

す 

る 

換 

気 
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る 
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广 









1 ストーブを消火し、ストーブが巧分をえてか S 、 電源プラグをコンセントか6 

おく。 

2給気フィルター、フアンフィルター、ルーバー、電源プラグに付着したほこり 
やミちれを電気掃除機や固くしぼった濡れ雑巾などで取り除く。 

3油タンク、油受けざ6内のの■油、ごみ、 7 j < 気を取り出ず。 

♦謂や巧あさの原因になります。 

4 器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で';ちれを取り、乾いた布で水気をみを取ってください。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

♦□金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある □を開閉具取付巧 
に引っ掛けて保管しておくと便利です。 

★口金開閉具についた灯油は、よくみを取ってください。 

♦湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けをれなかった巧油び漏れることびあります。 

女取扱説明書-保証書ち必ず保管して<ださい。 

廃棄するとを 

28ぺージ「油タンク、油寅 け吾ち"の 掃陈 I の項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を抜き取つ 
てか5廃棄してください。 



部品交換のしかた 


部品交換のとをのま意 


♦部品交操や修理をお受けになる場含は、日本石油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習尝修了 
者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 

女不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないで<ださい。 


参短時間に消辞する部品は特にありませんび、交撰部品び必要な場合は、お買いホめになった販売店 
にご相談ください。 

★部品はおず純正部□ち(指定された部品)をご使用 < ださい。 

★部記を交換するとさは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてか6、電源プラグをコンセントから 
抜いておこなってください。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


★ストーブを保管する場合は、2日ページ 点検•手入れ の項を参照して、ストーブの手入れをして 
か5保管してください。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管して<ださい。 


点検•手入れ•アフターサ—ビス 










^型式の呼び 

LC - L 423 E 

し C - し已 33 E ) 

種 類 

ポット式-強制通気お-強制対流お 

点火 方式 

電気点火 

使用 燃料 

な油 （ JiSl 号） 

'燃脾消藝置 乱バ 

0.408 L/h 

打己] OL/h 

最小 

0.099 L/h 

0.137 L/h 



燃焼 継続時間 
が お 寸法 


軍源電圧巧び周波数 
定 格 

費 電力 
騒音値（正面）※ 


4.2 日 kW 


_ _1.02 kW _ 


17ぶ時間（最大燃焼時) 


7.0 L 


_ 己 .2 已 kw _ 

1 .4 1 kW 


13.7 時間（最大燃焼時) 


高さ 445 mm 幢己5日 mm 奧巧327.5 mm (置台を含む) 


12.0 kg 


12.7 kg 


_ _100V • 已日 / 巨 。 Mz ___ 

点乂時 320/320 W 燃焼時 28/26 W 
最大9日日/9日 0 W (点火初期に短時間発生）マイナスイオン単独運転時14/1吕 W 


最大燃焼時 36 C 1 B 最小燃焼時21 dB 最大燃焼時 37 d 目最小燃焼時 24 cl 目 



対震自動消火装置、点乂安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 


停電を全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消义装置 


口金開閱具 （1 個） 


































寶 7 フタ ーサービス 


♦添付しております保 i 圧書は販売店で所定事項を言己入してお渡ししますので、お受け取りください。 

記載内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保詰期間はお買い上げの曰より1年間です。 

I 修理を依頼ずるとき I 

♦. 故障•異常の見分けかたと処置のしかた (29 ぺージ)に従って、お調べください。直6ないときは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを旅いてから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

① 品名…石油ファンヒーター(強制通気形開放式石油ストーブ） 

② 型式の呼び…(例) LC - L 423 E 
感お買上げ年月日 

@故障の状況(できるだけ具体的に） 

猜おなまえ、おところ、電話番号 

♦修理に隙しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただをまず。 
♦保証期間び過ぎて いると さは、修理すれば使用でさる攝合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をまず。 

♦修理料をは、技術料、部品代、出張料などで構成されていまず。 


★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年でず。 
参補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


♦このフアンヒーターは電源周波数如、抓 Hz とち同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整び必要ですので、別紙の客様相談義百一覧]までご相談ください。 


アフターサービスについてわからない場合は、お買い求めの,眼売店、または、もよりの1お客ホ素相談窓 □ 
- K ] (別紙参照)までお問い合わせください。 


I 故障•修理の際の連絡先 I 






点横•手入れ•アフタ—サービス 










しじ-し L 曰 33 E 取扱說日月書 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式1 


お買上げ年月日 

年月日 

お買上げ店名 

懼話番号 ）（ ) - 

- _ . J 


株式会社^31-备 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町已蚕] 7号 
干467—08曰己 TEL <052)822-1 144 
FAX の已2〉822-2742 


111 1特巧を巧トヨト5は坟泣巧巧の一巧としてこの吸扱款巧《は再ま巧を陣用していまず。 

古 e ださ《 t が巧生 M を》用し T い ST 





